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新大塚公園廃止問題を考える
以下は分かっている事実に私たちの感想を少し加え資料としました。皆様のご参考になればと思います。

区報　平成18年3月25日号掲載　「五中と七中の統合を検討しています」に応えて
教育委員会：移植が可能な木は新校舎の敷地に移植も検討、道沿いに一列桜を植える・・・新たな桜の名所にします。

守る会　　：樹齢50年を超える桜は移植できません。桜を切って、桜を植える？ほかにも4mを超える様々な樹木が100本以上も新大塚公園にはあり、豊かな自然環境を作り出しています。桜だけが問題なのではありません。

公園40年の月日はセミの声を増やし、子供たちが7年間土の中にいるセミの幼虫の脱皮を見ることができるまでに自然を回復しています。私たちが守る桜のトンネルは、公園そのものを象徴しているのです。

教育委員会：新大塚公園と教育センターを合わせた8,500㎡の土地がより良い教育環境の為に必要です。

守る会　　：現在の七中より約1,000㎡広い場所がなければ、より良い教育ができないというのでしょうか。「教育の質の向上」をというとき、そこにはいかなる理念があるのでしょう。クラブ活動の充実や少数教育は一つのメニューに過ぎません。

　　　　　
子どもたちが野球やサッカーの練習をして育ち、自然と触れ合いながらのびのびと駆け回れる公園を壊して学校を作るという発想の中には、本当の意味でより良い教育を包括的に考える視点が欠けています。学校教育と地域社会での教育は車の両輪のごとく、補完しあって初めてよい成果をあげられるはずです。

●なお、この統合案及び新大塚公園廃止計画案は区の教育改革区民会議や教育委員会で一度も討議されたことはなく、昨年10月25日の教育委員会で突如、学校教育部長から発表され、そのときも何も検討されることなく、議案の一部として承認されたものである。

教育委員会：新しい中学校は1学年3学級を想定しているので、五中、七中の校舎では施設的に十分ではありません。校舎の老朽化に伴う立て替えの問題もあります。

守る会　　：1学年3学級を想定する根拠は？

　　　　　　五中クラス総数　H16年　6クラス　　（S54年　13クラス）

　　　　　　七中クラス総数　H16年　2クラス　　（S54年　10クラス）

　　　　　　　　両校とも校舎はS54年当時も現在の建物です。収容力は充分あるはずです。

　五中生徒数　H17年度184人　（H7年度327人）

　　　　　　七中生徒数　H17年度　49人　（H7年度192人。）

　　　　　　文京区、区立中学生総数　H17年度　2,161人　H7年度3,192人（この10年で区立中学の生徒は67.7％に減少）

第五中学校は築69年で、平成9年に耐震補強工事をしています。さらに、平成19年度に行う耐震補強工事計画のなかに対象校として入っています。第五中学校は都市計画道路予定地にあるため、その敷地には恒久的な建築物を新たに作るには制限があります。

　　　　　　第七中学校は築45年。長期改修計画対象建築物116棟のリストの中では60番目に記載され、改修の必要性はかなり低く見られています。文京区には耐用年数を経過し、対応が迫られている建築物が12あり、ちなみにその中には築79や65年の小学校などがあります。

教育委員会：新大塚公園の代わりに五中または七中の跡地に公園を整備します。また、新しい学校の地域開放にも努めます。

守る会　　：五中は車の交通量の多い狭い道と急坂に面した敷地で、幼い子どもをつれた母親、老人、車椅子の人、そして子どもたちが日常的に訪れるには困難かつ危険が大きすぎます。新大塚公園の代替面積を確保するためには地域の利用者が多く、築24年という新しい体育館を取り壊さなければなりません。

　　　　　　なお、五中を挟んで、東に200ｍに近隣公園の小日向公園、西に300ｍに風致公園の江戸川公園があり、一方、小日向２，３，４丁目地区には街区公園 (小学校の学区内に４ヶ所程度作ることがガイドラインになっている) がなくなり、公園が偏在することとなるので、代替とはなりません。

　　　　　　七中の敷地面積は7,000㎡余りあるので、代替公園としての面積は確保しますが、やはり利用者は急坂を上り下りしなければならず、高齢者、幼児をつれた母親、車椅子の人などは利用しにくくなります。また、土地が袋小路になっているため、利用者以外視界に入らず、子どもたちの安全面で問題があります。夜間閉鎖の公園になる可能性さえあります。

· 公園を廃止するには都市公園法によらなければならないが、それも空港建設、高速道路建設等の際適用される土地収用法に匹敵する程の慎重な運用が求められている。　調べた範囲では文京区以外の22区で都市計画公園を丸ごと廃止した例はない。また、新大塚公園の廃止について所管の土木部や都市計画部と教育委員会が協議した記録はない。

教育委員会：現在は七中の敷地を売却することを決定したということはありません。

守る会　　：教育委員会決定によると「統合による学校の敷地･建物の転活用については、（中略）売却も、学校の改築を進める財源確保のための有効な方策の一つとする

（区立小･中学校の将来ビジョン(素案)の骨子について）」とありますが、いかが。
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グランドと豊かな自然に恵まれた5,728㎡の新大塚公園は40年の歴史を刻み、地域に住む

人々の心のふるさととなっています。公園を更地にしようという考えは、教育や文化という

人々の精神性に深く結びついた公園固有の存在意義を顧みないものではないでしょうか。こ

れほどまでに問題の多い新大塚公園廃止をあえて強行する背景には何があるのか疑問です。

この例のない公園の廃止問題は文京区だけの問題ではなく、日本中の公園の問題になるでし

ょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新大塚公園を守る会　URL:http://sakura.web5.jp/

